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ビハール州の

新興工業地帯を訪ねて
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3月22日， 「ヒツヽ ーJレ9}|｛旱ばつ救済委員会」は， ビハ

ール少卜1の旱ばつによ る被害をつぎのように発表した。

総人口

総部落数

総面積

52,147,647人

78,093 

、V・方マ （ル
67,196 被害面積

被害人口 30,466,704人

被害部落数 48,158 

平方マイル

38,031.46 

カルカッタに近いビハールHI南部での調査旅行を終え

て，、州都バトナ市に着いたわたくしは，このニュースを

‘}|、I政府庁舎のある一室で聞いた。それによ るとビハール

朴l総人口の3分の 2が食糧不足に苦しんでいることにな

る。事態はきわめて深刻である。役人の説明によると，

現在1600の食糧配給所で 460万世帯が 1カ月 1人約8オ

ンスの割当てで食糧の配給を受けている，という。 1世`

帯平均5人家族として，約2300万人が政府の配給によう

やく日々の飢えをたえしのんでいるのだ。これは，全州

人口の約46％に当たる。これに旱ばつの被害を受けた農

家人口を加えると，食糧危機の規模は史上空前となる可

能性がある。

もともとヒツヽールJ• |iは，米や小麦の穀倉地帯である。

ところが， 1965年以来， 2年つづきの旱ばつで，食糧の

不足は今年にはいってからますます深刻の度を深めてき

たというのが，直接の原因だといわれている。これに加

えて，食糧の少l・I間移動が禁じられ，数小liにまたがるフッ

ドゾーン (FoodZone)が設定され， 中央政府の計画的

配給制度があるため，食糧不足という事態は， しばしば

人為的な要素によって引き起こされることになる。

それにしても，モンスーン期に雨量が十分でなかった

ために，少卜1人口の 3分の 2に及ぶ，約3000万人が食糧不

足に見舞われ，飢えによる死者が出始めているという事

態は異常である。独立後，三つの 5カ年計画を終え，第

4次計画の第2年度にはいった今日，依然として日々 を

飢える人口が急増しているのだ。

ビハールナ11南部のランチ市は，数年前まで少l•I政府の夏

96 

の少！‘|都となっていたところだ。ここには， ソビエトとチ

ェコスロバキアの援助によって完成した重機械公社

(Heavy Engineering Corporation)，同じく， ヒンドゥス

タン鉄鋼会社 (HindustanSteel Ltd.）がある。ランチ市

から自動車で 3時間の距離に，ソビエトの援助で建設中

のボカロ製鉄所 (BokaroSteel Ltd.）が展開する。ここ

から，さらに約3時間自動車で南下して，西ベンガル少卜1

の少1、I境に近いジャムシェドフ゜ール市に，タ タ財閥のタタ

製鉄所がある。

南ヒ` ハール朴l一帯は，このように，隣接する西ベンガ

ル少卜I, オリッサ小l、I,マディア ・プ ラデーシ少liとともに，

インドの「Jレール工業地帯」と呼ばれるほど，陸続とし

て，新しい重化学工業が建設されてきた。その大部分が

第2次計画 (1951~61年）から始ま った重工業優先のた

まものだ。その最たるものが， ドゥルガフ゜ール（西ベン

ガル,J-1,!), Iレールケラ（オリッサ朴1)，ビライ（マディア

・プ ラデーシナト1)の各製鉄所を経営する国営ヒンドゥス

タン鉄鋼会社だ。

わたくしの今回の調査旅行の目的は，これら国営企業

の運営の実態を，主として価格管理の方式と投資政策の

観点から調べることにあった。

わたくしが訪ねた企業は，いずれも，過去三つの開発

計両の中で最も墾視され，建設をいそがれた巨大規模を

誇る国営企業だ。わたくしにと って，今度の訪問は 2度

目であり， 6年ぶりの懐しい再会ともいえるものだった。

だから，わたくしとしては，工場を訪問するにあたって，

過去6年間，国営企業はどのように発展してきたか，イ

ンドの経済進歩にどう貢献しているだろうか，という点

もあわせて観察したいという願いがあった。一つの工場

から他の工場へと移動するとき，村々で飢えに苦しむ人

々や旱ばつに地割れし，荒廃した農村を見る機会があっ

た。

飢えつつある膨大な人口の群れと，近代設備を誇る国

営製鉄所の姿は，あまりにも奇妙なコン トラストだ。比

喩的に表現すれば，鉄鋼は飢えを救うことができなかっ

たのだ。重工業優先の第2次 5カ年計画とそれに引き続

く第 3次計画は，鉄鋼こそ，インドの貧困を救済する万

能薬だという切実な願望と信念のもとに進められてきた

といえる。そして，今日，ヒ‘、ハール朴lでは，鉄鋼は貧困

を解消するどころか， 日々を飢えつつある人々を救えな

いのだ。

わたくしは， 6年ぶりにビハー）レ、州の姿を見てこのよ

うに汚えこまざるをえなかった。暗い気持をぬぐい去る
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ことができないまま，いくつかの国営企業にインタビュ

ー調査の足を運ぶことになった。

II 旱ばつ地帯に建設が進むボカロ製鉄所

ビハール小l、Iの中で最も旱ばつの被害を受け，食糧不足

に苦しんでいるのは，ガヤ (Gaya)，ハザリバーグ (Ha-

zaribagh)，ダンバード (Dhanbad)，パトナ (Patna)の4

地区だ。

1965年1月25日， ソビエトの援助によって新しく建設

の始まったボカロ製鉄所は，ハザリバーグ地区のボカロ

に位置する。

わたくしは，ランチ市から車でボカロヘと向かった。

チョータ・ナグフ゜ールの山岳地帯を幾重にもトラバース

して立派な舗装道路が続く。森林地帯を過ぎ，平野部に

はいると緑がしだいに消え，茶褐色の地肌が広がる。田

畑は乾燥し，地割れし，人の影も見えない。旱ばつのす

さまじさに息をのむ思いだ。やがて， とある小部落には

いると，農村風景は再び•転し，みごとな緑の田畑が見

える。わたくしに同行するランチ地区統計局長を促し，

この部落にはいってみた。緑の田畑が，旱ばつの中でも

ちこたえているのが不思議でならなかった。村長の説明

によると，この部落一帯は，かつて第 2次大戦中にアメ

リカ軍駐留基地となっていたので，早くから野菜の栽培

に特化してきた。そのため，小規模の濯漑設備や動カボ

ンプを甜入し，旱ばつの被害から解放されてきたという

話である。この部落を過ぎると，再び枯れ果てた旱ばつの

農村風景が続く。水さえあれば，そして小規模灌漑設備や

井戸があれば，ゆたかな実りが約束された収穫の時期で

あるのに，この変り果てた姿はなんと非情なことだろう。

農民の影さえ見えない。えんえんと続く旱ばつのすさ

まじさを車外に望見しながら， 3時間ののちにボカロ製

鉄所の建設現場に着いた。

この製鉄所は，かつてアメリカの援助を期待して， U

. s・スチールとの間で援助交渉が進められていたが，

けっきょく，ソビエトの援助に切り替えられた，いわく

つきのものとして有名だ。

アメリカ側が援助を拒否した理由としては，（1）現在，

インド政府が行なっている鉄鋼の価格管理方式のもとで

は，経済的企業として採算に合わないこと，（2）国営企業

として運営することは，自由企業制をたてまえとするア

メリカの経営理念に反すること，などが問題点であった

と伝えられている。

ソビエトの援助で建設を開始したボカロ製鉄所は，ィ

ンド最大の設備能力をもち，第4次計画の終期にあたる

1970~71年までには年間 170万トンの鋼塊生産を予定し

ている。最終的には， 550万トンの能力をもつように設

計されている。世界の粗鋼総生産量の約 1％を担う巨大

企業として成長を約束されているのだ。

仮事務所の質素な重役室で， ヒツヽー］レ少卜1政府から出向

している重役P専務と握手を交わし，簡単に来訪の目的

を告げた。

わたくしはいつもそうするように，しばらくなにげな

い雑談をするうちに，相手が好意的に反応してくれるか

どうかを確かめた。

「この製鉄所が，既存の国営ヒンドゥスタン鉄鋼会社

と別組織で経営されることになったのにはどのような理

由があるのですか。ランチ市とボカロは地理的に近接し

ているし， ヒンドゥスタンと同様に鉄鋼省の所管事業で

あれば，なおさらのこと，別会社にすることは，あまり

能率的とは思われませんが。」P氏はこの種の初歩的な質

問を予期していたかのように， ぐっと身体を乗り出して

話し始めた。わたくしは，国営企業を創設する際に，投

資決定がどこで，どのような基準で行なわれるのかを知

りたかった。「それは，偶然的なもので， historicalacci-

dentといえましょう。アメリカ側との援助交渉の過程

で，われわれが妥協できた部分が，現在ここに残ってい

ます。一つは， ヒンドゥスタン鉄鋼会社の経営能力が限

界にきているから，別会社として組織する必要があるこ

と。二つには，傘下の三つの製鉄所が，事大主義的傾向

があり，工場以外の間接投資部分が大きく，これが経営

に大きな負担となってきていること。したがって，ボカ

ロの場合，工場以外の設備，たとえば，病院，学校，マ

ーケットなど，従業員団地の付帯設備は，会社が直接投

資し，管理する方式を避けたことです。つまり，投資の

効率，経済性を重視し，巨大主義 (gigantism)を回避す

ることを第 1の方針としたことです。この点が，既存の

国営企業とまったく違う，新しい行き方なのです。」

鉄鋼業は「産業政策決議」の方針にそって，公共部門の

独占的事業となり，既存の私企業，タタ鉄鋼会社(TISCO)

とインド鉄鋼会社 (ISCO)と並び，混合寡占 (mixed

oligopoly)の型になりつつある。同一業種の内部で国営

企業間の競争性を高める必要がしだいに認められるよう

になってきた。

ボカロをヒンドゥスタン鉄鋼会社と別会社の組織にし

て運営しようとする考え方は，たまたま偶然の結果とは

いえ，たしかに好ましい結果を生むに違いない。
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混合寡占という型は，インドばかりでなく，多くの低 ずです。ヒンドゥスタン鉄鋼会社が赤字経営を続けてい

開発諸国でしだいに採用されてきた産業体制である。市 るのはどういうわけですか」。かれは，につこりと笑いな

場機能を有効に働かせる手段として産業分野に多くの国 がら「ここには社長に良い人材を得ているからです。か

営企業が参入するケースは珍しくない。 れは，技術者出身のテクノクラートです。長年にわたっ

この場合，同一産業で既存の私企業とならんで国営企 て重機械公社（国営）の chiefengineerとして現場の

業が市場に参入し，価格と産出量を支配するようになる。 経験を積んだ人です。かれの指導性にすべてを負ってい

インドの鉄鋼業は，この代表例といってよい。鉄鋼価格 るといってもよいのです」と答えた。

が一定の範囲にわたって管理されている状況で，小数の わたくしは，この答を聞いた瞬間，国営企業運営の要締

私企業と国営企業が単位当たりの粗利潤の獲得を目ざす がなんであるか理解できた。それは，経営者に有能で企

方式は異なる。私企業と国営企業の間で費用構造の差異 業心に富む人材を得ることだ。経営者資源 (manegerial

が著しいとすれば，私企業は市場における供給能力を高 resources)が，いかに国営企業の能率的な運営に必要で

めるために，合理化によって主要費用の節減を試みる。 あるかをボカロ製鉄所の例はよく伝えている。

これに対し，現在，稼働中の国営ヒンドゥスタン鉄鋼会 インタビューを終えたわたくしは，工場敷地を一巡し

社は，製品市場の多くを対政府機関（鉄道省）ないし対 て，再び車でランチ市に戻った。帰路は，フ ル゚リア(Puru-

国営企業取引に依存しているから，鉄鋼の需要者である lia)地区からジャムシェドフ゜ールを経由する迂回路だっ

国営の鋼消費産業の支払能力に応じて価格差別化政策を た。4時間近い車の中で，わたくしはつぎの調査目標で

採る。ヒンドゥ スタン鉄鋼会社の赤字を国営企業間取引 あるヒンドゥスタン鉄鋼会社で質間すべき問題点を取り

を通じて補い合っていることになる。 まとめていた。

現在のこのような行き方が，近い将来，ボカロ鉄鋼会

社の市場参入によ って どうなるだろうか。 ヒンドゥ スタ III 混合寡占下のヒ ン ドゥスタ ン鉄鋼会社

ン鉄鋼会社とボカロとの間で，費用構造の差異がもし生

まれるとすれば，さ きにのべた混合寡占下の価格設定の ヒンドゥスタン鉄鋼会社は，インド全国で最大の資産

方式は大きく変更せざるをえないに違いない。わたくし 規模を誇る国営企業だ。中央政府の「1966年度監査報告

の関心と質問はこの点に集中していった。質問は，いっ 書」によると， 1965年3月31日現在で中央政府が所管す

も一般的な形で進められた。 る国営企業は60社，その払込資本の分布はつぎのように

「ボカロとヒンドゥスタン鉄鋼会社傘下の三つの製鉄 なっている。

所を比較し，資本設備の生産性はどちらが優れていると （単位： 1000ルピー）

お考えですか。」 P氏から，間髪をいれず，具体的な説明

が始ま った。 「ボカロ製鉄所の特徴は，ほかのどの製鉄

所よりも高い生産性を実現できるように設計されている

点にあります。たとえば，溶鉱炉はビライ製鉄所の50%

以下の労働費用で済みます。労働の生産性は既存の製鉄

所の 2倍を予定しているわけです。このような高い生産

性水準は，（1）労働者 ・技術者の教育訓練の密度や方式が

一段と優れていること，（2）生産報奨制を各部門に導入す

ること，（3）組織面では，責任と権限の委譲，明確化を積

極的にはかること，（4）そして，企業全体に投資の効率を

高めようとする意識が高いこと，などの要因によ って十

分可能となるのです。」

国営企業の投下資本に対する目標収益率はきわめて低

いといえる。わたくしは，（4）の点について，すかさず質

問を続けた。 「効率をあげようという意識，企業経営の

能率を高めようという努力は，他の製鉄所でも可能なは
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¥¥＼、 投資主体会 払 込 資 本

社

会社の所有形態 ＼＼＼、数 中一央政眉I-悶政民問合 計
(（1)） 中央政府 府所有 49 10,247,055 10,247,055 
2 中央政同 と州政府 1 5,500 9,500 15,000 
の共所有

(3) 中央所政府と民間の 4 21,938 38,16 25,754 
共同 有府

(4) 中央政 者・州共政同府所・
民間の 3 6 145,049 6,30,05 61,520 269,574 
有

合
比

計• 60 1 10,413,5421 72,5051 65,3361 10,557,383 
率 (%) I I 9871 071 。」 100

国営企業に対する総投資額の約99％が中央政府の公共

投資によ ってまかなわれてきた。ヒ ンドゥスタン鉄鋼会

社は，そのうちの約半分に近い52億Jレヒ゜ーを占める巨大

企業だ。これに，長期無利子の政府ローン35億7000万Jレ

ヒ゜ーを加えると実に87億Jレヒ゜ーの資本勘定をもつことに

なる。だから，この企業の運営のいかんが他の国営企業
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群や関連民間部門に重大な影響を及ぼすであろうことは

容易に想像できる。

わたくしは，まず価格政策の側面から接近しようと思

う。価格設定の基準を明らかにすることは，開発賓金の

調達の可能性にスボットをあてることになる。長期計画

によると，第5次計画の終期， 1975年には公共投質の約

30％の財源を公共部門の剰余金という形で調達できるこ

とになる。そのために，公共部門の投下資本に対する剰

余比率を11％と見込んでいる。国営企業は，このように

して，資金調達の源泉としての重要な役割をになうこと

になっている。

それでは，はたして，その条件がヒンドゥスタン鉄鋼

会社にあるのだろうか。これがわたくしの最大の関心で

あった。わたくしは， ヒンドゥスタン鉄鋼会社の役割を

このように位置づけながら，ようやく本社の門をくぐっ

た。ここでは，あらかじめ価格政策の問題に限定してイ

ンタビューしたい旨を事前に伝えておいた。この種の問

題で，インタビュー調査を行なう際には，質問者の側で

は，価格設定の諸基準についていくつかの仮設を用意し

ておく必要がある。価格設定の主要目標はなにか。投資

に対する目標収益率の実現か。粗利潤の拡大か。公共部

門内部における販売の促進，マーケット ・シェアーの拡

大か。あるいは，私的企業の高価格 ・独占利潤に対する

抑止か。など，いくつかの代替可能な目標が成立する。

インタビュー調査の手順として，まず，経営者から価

格設定の主要目標および副次的目標を聞き出すことにし

た。つぎに，価格設定の実際がどう行なわれているかを

調べ，これらを総合して価格設定の基準を類推すること

にした。このような手続きによるインタビュー調査は，

しばしば主観的独断におちいったり，事実を誤認する結

果，誤まった方向に結論を導く危険がある。これは，他

の資料や情報によって修正したり，確認しなければなら

ないことは当然である。

それにもかかわらず，価格設定における企業家行動の

論理を実証的に解明する上に，インタビュー調査はきわ

めて有効な方法である。 （ここではインタビューに応じ

た人たちの名前は秘しておくことにする。）

わたくしは，まず，鉄鋼業における価格管理の方式か

ら質問を始めることにした。迂回的だが，ボイントに迫

る有効な手順でもある。

現在，鉄鋼の価格管理はおよそつぎのような方式を採

っている。 1964年4月に，一部鉄鋼品目の統制が解除さ

れ，現在では，非統制品目80%，統制品目20％の比率と

なっている。 統制品目は，鉄鋼省が直接価格を決定する

が，非統制品目は， JointPlant Committee (J.P. C. と

略称）が自主的に決定する。この J.P.C.には官民の鉄

鋼業者が対等の立場で参加しており，カルテル的機能を

もっ。統制 ・非統制品目のおのおのについて，生産者 ・

卸売 ・小売販売価格を平均50)レピー， 15)レピ ーの価格格

差を設けている。つまり，生産者販売価格を100として，

卸売価格150,小売価格165という価格差体系である

（くわしくは，鉄鋼省の Iron& Steel Control〈Cal-

cutta〉が発行する PriceCircularが参考になる）。

生産者販売価格の算定根拠は， 1962年時点のタタ鉄鋼

会社ならびにインド鉄鋼会社（いずれも民間企業）の生

産般構造に基づいて関税委員会 (TariffCommission)が

勧告したものによ っている。

したがって，理論的には「フル・コスト原理」の考え方

に立つといってよい。それでは，このような方式で設定

された価格は，現在， ヒンドゥスタン鉄鋼会社ではどう

扱われているだろうか。わたくしは，販売市場と実際価

格の関係を質問してみた。 「現在，製品の50~60％は，

他の国営企業に販売されています。残りの大部分も鉄道

省をはじめ，鉄道省所管の機関車工場など鋼消喪産業に

向けられています。民間企業のタタやイ ンド鉄鋼会社と

比較し，プロダクト ・ミックス (product-mix)はわれわ

れのほうが高度化し，生産財 ・中間財的なものが多い。

したがって，マーケットの大部分が対政府機関や対国営

企業取引ということになります。」

鉄鋼市場の大部分が政府を含む広義の公共部門となっ

ていることがわかる。そこでは， どのような価格取引が

行なわれているのだろうか。これが明らかにされれば，

わたくしの最大関心である価格政策の基準が類推される

ことになる。

残念ながら，インタビューに応じた 3人の最高経営者

はこの点を明らかにしなかった。意識的であったのか，

あるいは価格取引の一般原則が確立していないのか， Vヽ

ずれかの理由に違いない。

角度をかえて， ヒンドゥスタン鉄鋼会社に対する洗炭

供給者の全国石炭開発公社(NationalCoal Development 

Corporation)の価格をみる。洗炭はすべてヒンドゥスタ

ンに，原料炭の約80％がその他の国営企業ならびに政府

機関に販売されている。洗炭は非統制品目となっている。

2年前までは， no-profitno-loss方式によってヒンドゥ

スタンに販売していたが，最近ではフル ・コスト主義に

基づいている。洗炭に関するかぎり，供給独占の地位に
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あるから， ヒンドゥ スタン鉄鋼会社は市場価格より低廉

・有利な条件で原料の購入が可能となる。

ヒンドゥスタン鉄鋼会社は，また重機械公社(H.E. C.) 

の製品市場でもある。この会社は，車で 1時間足らずの

ランチ市郊外に建設された， 重機械に特化した工場であ

る。まだ完全に稼働していないが，クレーンその他輸送

機械生産高の80％以上をヒンドゥスタン鉄鋼会社に納入

している。その際の販売価格は輸入価格の15％利益マー

ジンを付加した価格となっている。

このように，ヒンドゥスタン鉄鋼会社をめぐる原材料

市場中間財市場，ならびに製品市場は，その大部分が

国営企業間取引の形を採る。取引価格は，市場価格なら

びに管理価格よりはるかに低い水準で設定されていると

いってよいだろう。

それでは， ヒンドゥスタン鉄鋼会社の生産質＇構造との

関連でみた場合，この価格水準はどんな意味をもつだろ

うか。

ここまで，推論を重ねてきて，つぎの質間は，生産費

構造と賓本コストの情報を得ることにあった。議論はし

だいに技術的な問題へと移っていった。財務担当から原

価計算担当の人が呼ばれ，インタビューはディスカッシ

ョンヘと移っていった。わたくしの何問は続いた。 「あ

なたの会社の損益計算書によれば， 1963/64会計年度に

は約 1億 6000万Jレヒ゜ーの赤字が見られる。 64/65年度で

はじめて，約2000万ルピ ーの黒字が計上されている。こ

れを1958/59年度以降の累積額でみる と合計約7億7000万

Jレヒ゜ーの赤字ということになる。そして，65/66会計年度

の設備拡張による資本支出分を加えると，約1500万Jレヒ゜

ーの赤字になる。赤字の原因は，たぶん， 1962/63会計年

度から政府借入金に対し利子支払を始めたこと，設備拡

張のための減価依却積立金などが圧迫要因になっている

と考えられる。しかし，資本コストの面に問題が残され

ているのではないかと思います。」わたくしの手許には

正確がデータがないままに，このような質問をした。説

明によると，関税委員会が勧告し，政府が決定する統制

価格自体に問題があるという。価格算定の根拠は，タタ

とインド鉄鋼会社のトン当たりの資本コスト1176Jレピ一

を基準にする。ヒンドゥスタン鉄鋼会社の場合2800!レヒ°

ーでかなりの割高となる。この現象は当然のことであっ

て，投資の懐妊期間が長いことや，設備拡張が引き続き

進行しているなどの理由による。

こうしてみると，鉄鋼価格が低い資本コストの水準で

一定の幅をもたせて設定されているかぎり，価格安定の
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効果をもつものと認めてよい。

ヒンドゥスタン鉄鋼会社は，高い資本コストに加えて

生産費の面でいくつかのハンディキャップをもっている

ようだ。 費用構造の内容は明らかでない。最近の動きを

見ると，三つの製鉄所が完全に稼働を始めた 1963/64会

計年度には対前年比で平均13％のコスト ・ダウンを実現

している。これからどの程度可能となるかは，原材料コ

ストの動きにかかっているといわれる。

わたくしは，ここでインタビューの内容を総括して，

わたくしなりに価格政策の基準を採ろうと思う。すで

に，インタビュー調査で明らかになったよう に，国営企

業間取引の際の価格は，管理価格を下回る水準である。

これは，供給者側の費用構造を反映した結果ではなく，

むしろ，需要者の鋼消費産業における資本コストあるい

は支払能力，さらには消費者＝国営企業の余剰を考慮す

る結果である。その結果， もたらされる市場効果として

は，寡占下の私的独占利潤を抑止し，私企業の新たな市

場参入を阻止することになる。他方，公共部門内部での

消費者＝国営企業の赤字を相互に補い合うことになる。

価格設定基準としてみるかぎり，理論的には価格差別化

の原理を含意していると考えられる。

わたくしは，このような推論の結果を，寡占企業のも

う一つのリーダーである民間のタタ鉄鋼会社で検証する

ことにした。延べ 3回にわたってイ ンタビュー調査に快

く応じてくれたヒンドゥスタン鉄鋼会社の経営者に厘＜

お礼を述べて，ようやくランチ市を去ることになった。

IV 民族資本の栄光ー~タタ鉄鋼会社

ジャムシェドフ゜ールはタタ鉄鋼会社の町だ。わたくし

がはじめてこの町を訪ねたのは， 1961年4月下旬のころ

だった。中部ビ‘ハーJレナトIダンバード地区にあるシンドリ

肥料工場から自動車で約6時間のドライブののち，夜8

時ごろ着いた。真暗の夜空に赤い熔鉱炉の火が舞い上が

る光景を車中に望見したとき，これがタタ財閥のモニュ

ーメントかと驚き，興奮したことを今でも忘れ去ること

はできない。

今度の調査旅行の最初の目的地は，この町のタタ鉄鋼

会社だ。

チョータ・ナグプール山岳地帯の密林は，朝もやの中

で静かなねむりを続けている。早朝6時，カルカッタを

飛び立った双発ダコク機は， 一路，鉄の町へと向かう。

山岳地帯の起伏が視界から消え去ると，忽然として，中



--------0-----------.... 一―~----.,.----～------9-___.,--一ー現地報告―---＾---
天高く舞い昇る茶掲色の煙が広がる。タタ製鉄所の熔鉱

炉がはき出す力強い生産の息吹きだ。

ザビエル労使関係研究所の先生の手配で，タ タ鉄鋼会

社本社のインタビュー調査が始まる。

この会社は， 1907年，民族資本の独力でクタ財閥が創

設した由緒ある製鉄所だ。創設者のJ.N ・タタの肖像

画が本社の正面入口に訪間者を迎えている。わたくしは

ここで 3人の重役に 2H間にわたってインタビュー調査

をすることができた。

独立前までは，鉄鋼業唯一の独占企業だったが，第2

次5カ年計画とともに，国営のヒンドゥスタン鉄鋼会社

の市場参入をみるに至った。寡占体制に移行していった

のである。

わたくしは，まず，私企業の立場あるいは競争企業の

観点から，国営企業の間題点を出してもら った。慎重な

発言ではあったが，一つは，企業の経営組織とトップマ

ネージメントの問題。二つは，経常理念の問題であった。

一般的に指摘されているように，国常企業における経背

の官僚主義的傾向が強まり， しばしば労務 ・人事管理1hi

で官庁方式に準ずる領向がみられるこ と，その結果，労

働不安 ・争議が激化しつつあることなど， きわめて憂應

すべき事態だという。その根囚は， トップマ ネージメン

トに人材を得ないこと，または，政府の出向官僚が人部

分責任のある地位につき， しかも異動が激しいため翡

した経営の力針を貫くことが困難となっているこ とな ど

にみられる。

経営理念についても同様，明確な価格政策がうちたー

られていないため，経党の主目標が見失われているのだ

とみる。

これらの意見は，競争企業の立場とは関係なく，公正

な第三者的批判として十分当を得たものである。わた＜

し自身異論を差しはさむ余地がなく，つぎに， タタ鉄鋼

会社におけるコストの実情について説明を求めた。しか

し， 残念ながら，十分，納得のゆくほどまでにはゆかな

かった。

ただ，わたくしにはある程度，国営企業の財務状況や

費用構造の傾向がわかっていたので，比較検証の意味も

あり，コスト ・エレメントにしぼって質問を試みること

にした。関税委員会や中央政府監査報告書などから，費

用構造の全貌はほぼ理解できる。

タタ鉄鋼会社が市場の相対的地位を高め，単位当たり

粗利潤の獲得を継続的に行なうためには，主要費用の節

減とくに労務費部分の節減が必要となる。鉄鋼業の場

合，コストに占める労務喪比率は他のコスト ・エレメン

ト，たとえば原材料費に比べれば限界的である。重要な

部分は，なんといっても原材料費と原料原単位効率のい

かんに依存しているといえる。

クタは洗炭を国営ヒ ン ドゥスタ ン鉄鋼会社の付置する

.Bhojudih Coal Washeryから全消喪訊の 40％を購入し

ている。前にもふれたように，洗炭は非統制品目であり，

国営企業による事実上の供給独占である。原料輸送費負

担も無視できないようである。

以上の断片的な資料から，国営企業との対比で費用構

造の特徴をみると，（l）原材料購入費ならびに原料輸送費

の負担と，（2）設備の老朽化に伴う労働費用の相対的上昇

などによって，全体の生産費の上昇が不可避となりつつ

ある。これは，とりもなおさず，一定の幅をもつ管理価

格との間の利益マージンを引き下げる方向に作用すると

思われる。

こうしてみると，混合邸占のもとでの管理価格が，前

述のJ.l_).C.と鉄鋼省でそれぞれ決定される状況が続

くかぎり，私企業の独占利潤への抑止力は強く作用して

いるとみてよいのではなかろうか。'li実，タタ鉄鋼会社

会長は株＿l:総会で(/)¥i頌あいさつの中で，開発計画卜でで

私企業が生きっバける111it•の道は，みずから，きびしい

合理化の道を歩むこと以外にないと訴えている。

別の角炭からみれば，開発計画の推進によ って，公共

部門優遇の処悩がとられ，反面，私企業の活力をもぎと

り，あるいは成長の芽をつむ結果になってきたという指

摘は正しいかもしれない。

v 産業調査の旅を終えて

わたくしのインタビュー調査は限られた日数であり，

しかも調査対象が鉄鋼業ならびに関連する鋼消費産業の

数社に過ぎなかったため，価格 • 投資政策について一つ

の結論を導き出すことは危険であるかもしれぬ。

それにもかかわらず，断片的情報や資料から総合して

つぎのようなことが推論できるのではないかと思う。

(1) 産業分野における国営企業には，明確な価格政策

の基準が存在しない。市場の型，産業の種類によって，ぉ

おむね，（イ）シャドウフ゜ライス (ShadowPrice)（ヒ ンド

ウスタ ンエ作機械会社，重電気公社，重機械公社，ヒン

ドゥスタ ン抗生物質製造会社など），（口）フル・コスト主

義（ヒンドゥスタン ・ケーブル会社，チトランジャン機

関車製造会社，全国石炭開発公社など），Vう価格差別化

IOI 
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主義の 3種類の原則が原理的には認められる。

(2) いずれの基準を採用するにしても，これが企業，

産業ごとに慣例化 ・制度化されるにつれ，公共部門トー

タルの目標収益率を設定することは困難になる。価格政

策の諸基準は，生産者の費用構造の相違というより，公

共部門内部の消費者＝国営企業の余剰を増進させるとい

う配慮が先行する。

(3) こうして，私企業との対比でみるかぎり，赤字を

国営企業相互で補てんしあう形で，高い資本コスト，高

い生産費の生産物が公共部門内部に流れる。私企業と国

営企業の間に恒常化する費用格差のために，両部門の市

場は，原料 ・中間財 ・製品の各市場にわたって分断し，

固定化する。

(4) このような状態のもとでは，国営企業の内部から

は経営目標として開発計画がさだめる目標収益率を達成

し，開発資金の財源に貢献しようとする活力は生み出さ

れるはずはない。それは，今日多くの経営管理者にみら

れる情緒的 ・心的態度からも十分いいうることである。

（経済成長調査部専門調査員）
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